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本稿は、アルコール依存症をジェンダーの観点から考察 し、その特徴を捉 えることを目的 とす

る ものである。アルコール依存症者の約9割 は男性である。従来のアルコール依存の分析枠組は

無自覚に男性 を前提にするか、あるいはジェンダー要素を全 く考慮せずにあたか も中性的な人間

像 を前提 にしていたといえるだろう。これは、ひとりアルコール依存研究に限 らず、近代以降の

知の枠組全般に共通する弱点 といえよう。アルコール依存研究でジェンダーの観点から考察され

るのは主 に女性依存症者であって、それは男性の症状や回復のプロセスとの相違や特殊性 を強調

するものであった。また、筆者がアルコール依存関連の学会で研究発表を行 った際に、医者であ

る男性研究者か ら次のようなコメントを得た。「はた して男らしさとアルコール依存にどの程度

関連があるのだろうか。自分たちが男性 とい う性 を意識するのは、例えば妻 との関係 において く

らいであって、普段 日常的に意識することではない。」この発言はそれまでのアルコール依存研

究がいかにジェンダーを無視 し、無自覚であったことを示すものだと言えよう。なぜ ならば、医

者 という職業に就いている者 は、すでに社会的に成功 している者、つ まり男性に求められている

規範の体現者なのである。医者という職業か ら得 られる社会的経済的資源は同時に女性 との関係

においてもまた、十分に男 らしい男 として存在 させるのである。

社会が期待する男性規範(男 らしさ)に は2つ の側面がある。①対社会における成功 など合理

性や業績といった生産性に関わる側面。②対女性 におけるセクシュアリティなど生殖性に関わる

側面。アルコール依存男性 はその状況ゆえに、失業者や無職者が多い。つまり、①対社会での成

功 という男性規範に対 して大 きな喪失感をもっている。また、男性全員が社会的に成功 している

という地位 を得 ることはない。それ故、多 くの男性は②対女性の関係で男 としてのアイデンティ

ティを維持 しようとするのである。中心に存在する者は自らを定義する必要はないのである。特

に近代社会以降、人間にとって自らの男 としてあるいは女としてのアイデンティティは人格の中

心的な要素 となった。なぜなら、男は仕事などの公共的領域 ・女は家事育児などの私的な家内領

域 というように、ジェンダーによって活動領域が割 り当てられ、役割の分化が我々の社会に厳然

と存在 しているか らだ。治療者は対象者の男 としての苦しみに無理解のまま接 していたと言える

のではないだろうか。
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1.調 査 の概要

筆者 らは1991年 に大阪市 にあるアルコール依存症治療専 門の外来クリニックで調査 を行 った。

また、その比較群 として同年大学生の父親 を対象 とした調査 も実施 した(表1参 照)。

アル症者 とその比較群では、ジェンダーアイデンティティは対照的な結果 を示 した。厂あなた

は自分 自身 を男 らしい男だと感 じますか」 に対 してアル症者が 「はい(男 らしい男だと思 う)」

という回答が14.9%だ ったのに対 して、比較群は39.5%が 「はい」 と回答 している。 また、「あ

なたはもっと男らしくな りたいですか」 という願望をたずねたところ、アル症者の61.4%が 「は

い(も っと男 らしくな りたい)」 と回答 し、逆に比較群は30.9%が 「はい」 と答えたのにすぎな

かった。このようにアル症男性 とアル症者でない比較群 との調査結果から、アル症者が男 として

の自信 を喪失 し不安定な状況にあることがあきらかになった1)。

以上はあ くまで対象者の主観の調査結果であるが、本稿では主に対象群である大学生の父親の

調査結果をもとに、さらにジェンダー分析を進めてい く。

表1調 査方法概要と対象者の属性

アルコール依存症男性 比較群(男 性一般サンプル)

調査期間 1991年3月 ～11月 1991年11月1日 ～30日

調査方法 自計式質問紙法 集合留置法(一 部郵送)

対象者
アル コール 治療専 門医院

初 心者 ミーテ ィ ング参 加 者
近畿地域3大 学学生の父親

回収票(率) 182(100%) 690(78.8%)

平均年齢(SD) 49.1歳(8.89) 49.3歳(4.09)

学歴(%)中 卒

高卒

大卒

51.9

38.1(N=180)

9.9

..

54.5(N=677)

26.7

婚姻(%)既 婚

離死別

独身

48.9

23.3(N=180)

27.5

98.4

1.6(N=674)

一

職 業(%)自 営

ホ ワ イ ト

ブルー

無職

17.2

9.4(N=180)

34.4

38.9

17.2

56.8(N=660)

21.6

4.3

2.デ ー タ分析

(1)男 性性欠如型飲酒:コ ンプレックスタイプ

男性の主観的ジェンダーアイデンティティは標準化 されたジェンダー尺度での男性性 と相関関

係があるのだろうか。 ここではPAQ(ThePersonalAttributeQuestionaire)を 用いて、対象者の人

格 レベルでの個別の男性性 を測定 した。表2は 自己認知 と自己願望における回答別の男性性得点

100



表2自 己評価別男性性(PAQM)得 点

男性性得点(SD) F値

自己認知 十分 男 ら しい

男 らし くない

考 えた ことない

20.28(4.17)

15.75(3.84)

18.35(3.64)

49.53***

自己願望 もっ と男 ら し くな りたい

もっ と男 ら し くな りた くな い

どち ら と もい えない

18.30(4.27)

19.71(4.10)

18.53(4.05)

6.20*

*p<0 .05,**p<0.01,***p<0.001

状況を示 している。「あなたは自分 自身を男 らしい男だと感 じますか」 という自己認知への質問

に対 して 「はい(男 らしい男だと思う)」 と回答 した人の男性性得点が最 も高 く、次いで 「考 え

たことがない」、「いいえ(男 らしくないと思 う)」 という回答者の得点が最 も低かった。さらに

「あなたはもっと男 らしくな りたいですか」 という自己願望への質問に対 して 厂はい(も っと男

らしくなりたい)」 と回答 した人の男性性得点が最 も低 く、次いで 「どちらともいえない」、「い

いえ(も っと男 らしくな りたくない)」 と回答 した人の男性性得点が最 も高かった。 この結果は、

自らを 「男 らしくない」 と認識 している者は男性性が低 く、自己の男性性が乏 しいがゆえに 「も

っと男 らしくな りたい」 と願望 していることを示 している。つま り、対象者の自己評価は客観的

なジェンダー評価 と相関関係が認められたことになる。

それでは、 自分が男 らしい男かどうかという自己評価や、 もっと男らしくな りたい という願望

といった、ジェンダー意識はス トレスとは無関係なのだろうか。表3は 自己認知 ・自己願望別の

ス トレス度を示 したものである。分析では自己認知 を 「はい(男 らしい)」 「いいえ(男 らしくな

い)」 の回答者のみをス トレスの高い群 と低い群別に集計 し、検定 を行 った。自己願望 も同様 に

「はい(も っと男 らしくなりたい)」 「いいえ(も っと男 らしくなりた くない)」 と回答 した者のみ

の分析である。ス トレス尺度はGHQ(TheGeneralHealthQuestionaire)の 日本語版一般健康調査

30項 目短縮版 を用いた。 自己認知 と自己願望 とス トレスはともに有意な関係 をみせた。男 らし

くない者のス トレス得点の高い群は、男 らしい者で高ス トレス得点群の約2.5倍 の割合であった。

同様 にもっと男 らしくな りたい者の高ス トレス群は、 もっと男 らしくなりた くない者の2倍 近 く

の割合だった。つまり、自らを男らしくない と認知 し、 もっと男らしくな りたい と願望 している

者ほどス トレスが高いとい う結果となった。自己認知 と自己願望の回答パターンを組み合 わせて

できる4類 型別のス トレス度 は、「願望型(男 らしくない+も っど男 らしくなりたい)」 のス トレ

ス得点が最 も高 く9.78点 、次いで 「拒否型(男 らしくない+男 らしくなりた くない)」 が8.27点 、

表3自 己認知 ・自己願 望別 ス トレス得 点

GHQ(ス トレス)得 点(%)

xZ値
低い群 高い群

男 ら しい

男 ら し くない

75.2

37.8

24.8

62.2
39.70***

もっ と男 ら しくな りたい

もっ と男 ら し くな りた くない

57.7

77.7

42.3

22.3

15.50**
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表4自 己認知 ・自己願望別男らしさ規範得点

ア ル症(SD) F値 一般(SD) F値

男 らしい

男 ら し くない

35.54(8.82)

36.46(5.80)
0.49

36.15(6.33)

34.53(6.17)
4.47*

もっ と男 ら し くな りたい

もっ と男 ら し くな りた くない

37.18(5.80)

33.29(6.71)
5.26*

38.89(6.24)

33.35(7.42)
24.94***

「過剰適応型(男 らしい+も っと男 らしくなりたい)」 が5.62点 、最 もス トレス度が低かったのが

「適応型(男 らしい+男 らしくな りたくない)」 の4.19点 であった。 ここで も、男 らしさを願望す

るタイプのス トレスが高い とい う結果が得 られた。

次に自己認知 ・自己願望 と男 らしさ規範2)と の関係をみてみよう(表4)。 もっと男 らしくなり

たいと願望 している者が男 らしさ規範得点が有意に高かった。よって、男 らしさを願望 している

者は男 らしさ規範を強 く内面化 しているといえる。

男性 にとって一番手軽で頻繁に採用 されるス トレス解消法は飲酒であることは、多 くの調査で

検証 されているが、ここでは飲酒 とス トレスの関係を捉 えたい。表5は 飲酒理由別のス トレス得

点 と男 らしさ規範得点状況を示 している。飲酒理由は 「す ぐ眠 りに入るため」から「性的高揚が

が得 られるため」 までの各項目にそれぞれあてはまるか否かで聞いた。結果 として 「疲れ を忘れ

るため」「仕事や人間関係からのス トレス解消のため」「職場の人間関係(同 僚 ・部下 ・上司等)

を円滑にするため」 「なん となく(飲 まないとものた りない)」 とい う理由で飲酒する者のス トレ

スが有意に高かった。つま り、何 らかのス トレスをもつ者はその対処法 としてアルコール を利用

していることが確認された。

同じく表5で 「疲れを忘れるため」 「仕事や人間関係からのス トレス解消のため」を理 由に飲

酒 している者の男 らしさ規範得点が有意 に高かった。

以上の結果から考察すると、男 らしくない という自己認知は男らしさ願望を強め、男 らしさ規

範 とに乖離 を生 じさせス トレスとなっている。ス トレス解消のための飲酒は、男 らしさ規範の内

面化つまり男 らしさ願望が強い者に多 くみられる。このようなタイプを 「コンプレックスタイプ」

と命名 したい。 自らの男性性の欠如が男 らしさ規範 とのギャップを生 じさせ、それがス トレスと

な り飲酒に結びつ くパターンである。 さらに、アルコール依存 による障害が失業や離婚、性的不

能 など男性役割の遂行 を不可能にするパ ターンも考えられる。「男性性欠如型飲酒つま りコンプ

レックスタイプ」には前者 「性格 コンプレックスタイプ」 と後者 「アルコール障害 コンプレック

スタイプ」が含まれる。

(2)男 性性 シンボル飲酒:シ ンボルタイプ

調査データの分析 を進めてい くと、さらに興味深い結果が得 られた。酒 と男性の親和性は一般

的にいわれていることである。この関係性 をデータが裏付けた。表5の 男 らしさ規範 と飲酒理由

の関係 で、厂男 らしさ規範」を内面化 している者は 「仕事上の接待や営業のため」や 厂職場の人

間関係 を円滑にするため」の飲酒が多い という結果がえられた。 また、「仲 間や友人 と楽 しく過

ごすため」や 「性的高揚が得 られるため」 に飲酒する者の 「男 らしさ規範」得点が高かった。前

者は主 に対社会での公共的領域での男性役割 と飲酒の関係性を示すものであるし、後者は私的な

領域での友人関係やセクシュアリティと飲酒の結びつきを示 している。男 らしさ規範 を内面化 し、
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表5飲 酒理由別ス トレス及び男らしさ規範得点

GHQ得 点(%) 男らしさ規範
F値飲酒理由

低い群 高い群
xZ値

得 点(SD)

すぐ眠りに入るため 該当群 66.3 33.8 35.33(6.21)
2.25 0.06

非該当群 72.5 27.5 34.52(6.86)

疲れを忘れるため 該当群 65.3 34.7 35:53(6.33)
7.20* 7.35**

非該当群 76.3 23.7 34.02(6.85)

仕事や人問関係からのス トレス 該当群 61.6 38.4 35.59(6.64)
12.66** 5.16*

解消のため 非該当群 76.0 24.0 34.32(6.55)

仕事上の接待や営業のため 該当群 67.3 32.7 35.96(6.68)
0.92 9.10**

非該当群 71.6 28.4 34.24(6.46)

職場の人間関係を円滑に 該当群 64.4 35.6 35.74(6.70)
7.70* 9.15**

するため 非該当群 75.5 24.5 34.06(6.47)

家庭での会話や雰囲気を 該当群 70.4 29.6 34.79(6.59)
0.02 0.05

楽しくするため 非該当群 69.4 30.6 34.91(6.62)

お酒の味そのものを楽しむため 該当群 72.9 27.1 35.19(6.33)
3.20 2.19

非該当群 65.3 34.7 34.36(6.96)

仲聞や友人と楽しく過ごすため 該当群 ti・ 31.4 35.28(6.60)
0.97 5.10*

非該当群 73.3 26.7 33.87(6.62)

異性と楽しい雰囲気で過ごす 該当群 69.5 30.5 35.67(7.32)
o.00 1.82

ため 非該当群 69.9 30.3 34.71(6.33)

晩酌で 該当群 70.6 29.4 35.01(6.39)
0.20 o.g2

非該当群 ・:1 32.0 34.42(7.26)

なんとなく 該当群 66.0 34.0 35.25(6.40)
4.92* 2.30

非該当群 75.2 24.8 34.40(6.84)

性的高揚が得られるため 該当群 64.3 35.7 38.22(5.92)
0.21 7.39**

非該当群 XO.2 29.8 34.71(6.59)

仕事のためあるいは友人や女性 とのコミュニケーションを円滑にするための飲酒パターンを 「男

性性 シンボルタイプつまりシンボルタイプ」 と捉えよう。 しか し、先に考察 したように、男 らし

さ規範を強 く内面化する者は、疲れやス トレス解消 に酒を利用する傾向がみられた。男としての

ジェンダーアイデンティティが安定 している者は、男性性のシンボル としての飲酒行動を取 る傾

向にあるが、それはス トレス と無関係 ではなく、む しろ男 らしさ願望がス トレスと結びつ き、ス

トレス解消にアルコールを利用す るという循環 を生 じさせる。シンボルタイプがアルコール依存

症のアルコール障害コンプレックスタイプに陥る危険性を示唆する結果 と解釈で きる。

(3)男 らしさ抑圧仮説

アルコール依存症男性はジェンダー的な特徴があるのではないか という仮説か ら始められた調

査であったが、分析を進める程 に、男性のジェンダー特性が飲酒やス トレスと関連 し、また新た

な仮説へ と結びついていった。自らの男性性が乏 しく、社会が画一的に求める男 らしさ規範 とに
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乖離を生 じさせ、それがス トレス となってアルコール依存症 に陥る。アルコール依存症者はこの

タイプの男性 に多いと言える。ス トレスはアルコールの乱用 という現象を引き起こすだけでな く、

薬物乱用や犯罪、疾病、自殺、暴力、強姦、買春、幼児ポルノなど様々な病理現象 として発現 し

ている。 これを 「男 らしさ抑圧仮説」 と命名する。「男らしさ規範」 は現代社会で人間にとって

必要とされ、一般的に求められる行動様式への指針であるがゆえに、そこからの逸脱は許されな

いものになっている。 しかし、先の知見でも示されていたが、男 らしさ規範は理想的な行動指針

ゆえに実現 に困難 を伴 う、その追究自体が緊張や不安 といったス トレスを生 じさせるものであっ

た。これは男性に特有な現象だと言える。なぜ なら女性 に求められる規範は 「二流の市民」 とし

てのもので、男性規範とは異なるものだからだ。さらにこのような二流の市民 としての扱いに意

義を唱えたフェミニズム運動が、女性規範そのものを柔軟で流動的なものへ と変化させていった。

男 らしさという男性規範は人間にとって理想的な故にその逸脱が許されないジレンマ となってい

る。

また、パーソナ リティレベルで男性性を豊かに持ち、男 らしさ規範 とにそれほど乖離がない場

合でも、男 らしさの追求それ自体が困難を伴 うものであるので、ス トレス と常に向き合っていな

ければならない。それが過度の飲酒 に結びつきアルコール依存症へ陥る危険性 を伴 う。アルコー

ル障害は男性役割遂行 を不可能にするので、男 としてのジェンダーアイデ ンティティは不安定に

なる。

男性性の豊かな者 も乏しい者 も、アルコール依存症に陥る危険性 をはらんでいる。 しか もこの

結びつ きは 「男 らしくない男」への循環構造 となっている。性格コンプレックスとアルコール障

害コンプレックスとの循環、この循環構造か ら脱出する方法はかつて女性 たちが実践 していった

ように、社会が求める男 らしさ規範の内容そのものを変化 させてい くことである。その実践が自

助集団特にAAの 「12のス ッテプ」 に示されている。

3.ジ ェン ダ ーの観 点 か らみ た 自助 集 団(selfe-helpgroup)

AA(AlcoholicsAnonymous)は1935年 にアメリカ合衆国オハイオ州で二人のアルコホ ッリッ

クの ビル とボブによって始め られた。AAの 活動で柱 となっているのが、 ミーティングである。

これは各地の会場で週 に1回 から数回行 われている。 ミーティングでは約1時 間半か ら2時 間ほ

どで、参加者がその時のテーマに沿って自分の意見や体験 を順 に述べてい く。議論 した り反論す

るといったことはせず 「言いっぱなしの聞きっぱなし」が原則である。ただそれだけの繰 り返 し

が、それまでどんな治療でも酒 を止め られなかった状況か ら、酒を止め続 けることのできる者が

でてきたのだった。 アルコール依存症は自助集団のなかで しか回復で きないといわれている。さ

らに自助集団が注 目されているのは、アルコール依存症だけではなくアデクション(嗜 癖)と い

われる摂食障害(拒 食症や過食症)や 薬物依存、ギャンブルや買い物依存 などへの対処 に有効だ

か らである。 さらに自助集団はアディクシ ョンだけではな く、様々な機能 と目的をもった集団へ

と展開している3)。

ではなぜAAで アルコール依存症が回復するのか。その鍵が 「12のステ ップ」 にある。これは

アルコール依存症者が嗜癖か ら回復する一連の過程を示 したものである4)。まず、「1、われわれ

はアルコール に対 して無力であ り、生 きてい くことが どうにもならな くなったことを認めた。」

自分が飲酒をコン トロールできないことを認め、自分が無力であることを認めることから始まる。
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これはアルコール依存症が否認の病 と言われるほど、自らを依存症だと認めず、多少酒量が多め

だくらいの認識で、飲み方 をコン トロールできると思いこんでいる。男性にとってコントロール、

支配はまさに男性 に求められる権力であ り、男性規範の中心 となる要素である。性格コンプレッ

クスタイプの男性は権力の獲得 という規範 を追い求めている状況 にあった。無力 を認めることは、

男 らしさへの追求から降 りることの宣言だといえる。

「2、われわれは自分 より偉大な力が、われわれを正気に戻 して くれると信 じるようになった。

3、われわれの意志 と生命の方向を変え、自分で理解 している神、ハイヤー ・パワーの配慮の も

とに置 く決心 をした。」 これは、酒に対 して無力であることを認めた自分が、自分の能力 をはる

かに超えた 「神、ハイヤー ・パ ワー」に身をゆだねることが必要だと思 うことである。ここでの

「神」は宗教的な意味ではなく、自己のコン トロールが及ばぬ存在 を認めることとして捉 えられ

る。また、男性規範の一つにリーダーシップを発揮することがあげられるが、指導者 とい う組織

上の地位 を追い求めることを放棄するという誓いとして理解できる。

r4、探 し求め、恐れることな く、生 きて きたことの棚卸表をつ くった。5、神に対 し、 自分 自

身に対 し、いま一人の人間に対 し、 自分の誤 りの正確 な本質を認めた。」次は、問題は酒だけで

はな くむしろ生き方にあったことに気づ くステ ップである。酒の力を借 りた自分 自身の生 き方こ

そ変えなければならなものである。そのためには、それまでの自分の半生 を振 り返 り、生き方を

洗いざらい点検する作業が 「棚卸 し」である。 自分の欠点やコンプレックスをさらけだし認める

作業だとも言える。根強い男性規範の一つに 「男は弱音 をはいてはいけない」あるいは 「他人に

弱点 をみせ てはな らない」 とい う 「男 の美学」があるが、自分のコンプレックスをさらけだ し、

弱音をはける場所 を持 っている人はどの くらいいるだろうか。弱音をはかせない男 らしさは男性

をがんじが らめにしている鎧のようなものであろう。

「6、これ らの性格上の欠点をすべ て取 り除くことを神 にゆだねる心の準備が、完全にで きた。

7、 自分の欠点 を変えて下さい、 と謙虚に神 に求めた。」ではステップ4・5で 見つけだされた自

分の欠点をハイヤー ・パワーに明 らかにして、その克服をハイヤー ・パワーの手にゆだねるステ

ップだ といえる。男 らしさを追い求め肥大化 した自己を見つめ直 し、等身大の自分 を認知 し、自

己や他人 をコン トロールし支配することを放棄するというプロセスだともいえる。

「8、われわれが傷つけたすべての人の表 を作 り、そのすべての人たちに埋め合わせをす る気

持 ちになった。9、 その人たち、または他の人々を傷つけない限 り、機会あるたびに直接埋め合

わせをした。」 自分の生 き方の誤 りがが単に自分だけの問題だったのではな く、他人を巻 き込み

傷つけていたことを示 している。それが過去のこととしてかたづけるのではなく、今からで も埋

め合わせ をするべ きであること、それほどまでに与えた傷が深いことを示 している。周 りの人へ

の思いや りや気配 り、いたわ りは、強いて男性 に求め られる規範ではない。ここでは、従来の男

性規範 を乗 り越 えて進む道筋が示 されている。

「10、自分の生 き方の棚卸 しを実行 し続け、誤った時は直ちに認めた。11、 自分で理解 してい

る神 との意識的触れ合いを深めるために、神の意志を知 り、それだけを行ってい く力を、祈 りと

瞑想 によって求めた。」 これ らは、これまでのステップの統合 と再確認をしていると解釈 されて

いる。神あるいはハイヤー ・パ ワーとの関係を祈 りと瞑想 という儀礼(行 為)を 通 じて、よりい

っそう深められると示されている。

「12、これらのステ ップを経 た結果、霊的に目覚め、この話をアルコール中毒者に伝え、また

自分のあ らゆることに、 この原理 を実践するように努力 した。」 これ らのステ ップを経験するこ
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とで自分に起こった変化が 「霊的な目覚め」であ り、この経験 を他のアルコホ ッリックスに伝え

ることを強調 している。これがAAの 活動のもう一つの柱 である、まだ苦 しんでいるアルコホッ

リックスにメ ッセージを運ぶことである。競争 という男性 と親和性の高い行為は、 自分が成功す

るには他者が失敗 しなければならない という点が本質である。他のアルコホッリックスに霊的な

目覚めを伝えるという献身性は、女性 とは異 なり男性にとって期待 されることはそう多 くなかっ

ただろう。他者への献身とAAと いう集団への献身が 「伝 える」行為 となる。これもまた、従来

の男性規範 とは異なった行為だと解釈で きる。さらに他者に 「伝える」 ことが、自分自身の理解

や学習の程度を再確認す る機会にもな り、結果 として自分 自身を確認 し見つめ直す契機を与 える

ことになる。ひとを助けることが 自分 を助ける効果となっているともいえる。

また、アルコホ ッリク ・アノニマスのアノニマスは匿名性 を意味 している。この原則は 厂金銭

や所有権や名声の問題が、われわれを大事な目的からそれさせ る恐れがあるか らである。」「無名

であることは、われわれの伝統全体の霊的(精 神的)基 礎である。」 と記 されている。男性にと

って最 も手 に入れたい成功、それを追い求めることでス トレスが高 じアルコール依存へ と逆戻 り

する危険性 を端的に示 している。

4.お わ りに

代表的なアルコール依存症者の自助集団であるAAの 厂12のステ ップ」 をジェンダー的に解釈

してきた。 しかし、この解釈はアルコール依存症男性にとどまらず、われわれの生きている近代

社会そのものの解釈だと言っても過言でない。なぜならば、封建的な前近代社会から解放 された

人間の内実は男性だったからであり、男性に求められる規範、男性規範は近代社会の基本的な原

理 となっているからである。科学技術の発展は、自然を人間によって支配 してい く歴史であった。

さらに自分や周囲をコン トロール し支配すること、未来まで身の丈を越えてコントロールするこ

とが、個人に求められ、ましてや世界の経済や社会を混乱 させ るほどの巨大なビジネスチ ャンス

にもなっている。 コン トロール し得ないものをコントロールしようという肥大化 した願望の病理

こそがアディクションという 「病い」だとすれば、それは近代社会の規範 によって必然的に生み

出されるものである。アデクシ ョンは近代社会を映す鏡であるともいえる。であるならば、閉塞

状況にある近代社会が次 にめざす原理への ヒン トがこの 厂12のステップ」 に示 されているので

はないだろうか。

ジェンダーの視点は、さらに別の問題点を明らかにする。それはアルコール依存症をは じめ他

のアディクシ ョンで苦 しむ女性に 「12のステップ」 をそのまま適応できないとい うことである5)。

近代社会で解放 され、肥大化 した自我 をもつに至 ったのは男性であって、女性ではない。女性は

常に男性 にコントロールされ支配される対象であった。男性規範の 「②対女性 に関する側面」が

多 くの男性のジェンダーアイデ ンティティを支えている6)。また 「共依存」 という関係性は、自

らの人生 をコン トロールし得ない故に、ダメな男 を支配する女性のアディクションだ ともいえる。

女性の回復は男性のそれ とは異なる、 と自助集団やアディクシ ョンに関わる関係者から経験的に

言われている。その道筋は、男性が 「無力」 を認めることから回復が始 まるあに対 して、女性 は

自らの人生 をコン トロールする力 を認めることが重要であるとい うことだ。12の ステップで考

察 した 厂身をゆだねる」 「謙虚」「弱音」「思いや り」 「献身性」等の概念は女性 と親和的であるが、

女性にとって必要なのは自尊感情 という近代的な自我の確立であ り、自らの人生を切 り開いてい
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く自立 した自己イメージの獲得だといえる。

近代社会はジェンダーによって生活領域 を分離 しそれぞれに役割を与えた。それ故 に 「病い」

やその回復の過程さえも異なるもの となったのだろう。 自助集団の活動 もジェンダーの視点がよ

り一層必要となるのだろう。

注

(1)関 井友 子 「ア ル コール依 存 と夫婦 関係 」 岡堂哲 雄 編 現代 のエス プ リ別 冊 『つ れ あい の心理 と幸福 』

至文 堂1994

(2)「 男 ら しさ規範 」 とは次 の8項 目で測 定 した 。 「男 は妻子 を養 わな けれ ばな らない」 「男 は一 度決 め た

ら最後 までや り通 さな けれ ば な らない」r男 は指 導 力 が な けれ ば な らない」 「男 は仕 事 第一 で な くて は

な らない」 「男 はむ やみ に他 人の 助 け を求 め ては な らな い」 「男 は頭 が よ くな くて はな らない」 「男 はつ

らくて も泣 い て はな らな い」 「沢 山の女 と寝 る こ とは男 の 甲斐性 だ」 この8項 目の うち最 後 の項 目以外

はア ル症者 ・対 象群 共 に半数 以上 の賛 同 を示 した 。詳 し くは前 載書参 照 。

(3)平 野 か よ子 『セ ル フ ・ヘ ルプ グル ープ に よる 回復 』 川 島書店1995

(4)野 口祐二 『アル コホ リズ ムの社 会学 』 日本 評論社1996

(5)ク ラウデ ィア ・ペ プ コ編 斉藤 学訳 『フ ェ ミニズ ム とア デ ィクシ ョン』 日本 評 論社1997

(6)ア ル コール依 存 症者 の ジェ ンダ ーア イデ ンテ ィテ ィ は婚 姻 状況 に よって異 なる。 男 ら しい と自己認

知 してい る者 の割 合 が最 も高 いの は既 婚者 で45.5%、 次 い で独 身者 が21.4%、 離 婚 ・死 別者 は0%と

なっ た 。 同 じ く対 象 群 の一 般男 性 の ジェ ンダ ー ア イデ ンテ ィテ ィは妻 の就 業状 況 に よ って異 な った 。

妻 が 専 業 主 婦 の 男 性 の 男 ら しい とい う 自己 認 知 率 が 最 も高 く88.9%、 次 い で妻 が 自営 業 の 男 性 が

72.2%、 常勤 職 の妻 を もつ 者 が66.2%、 最 も低 か ったの がパ ー トタイ ム就労 の妻 を もつ者 の63・8%だ

った 。 アル コ ール依 存症 男性 ・一般 男性 と もに、年齢 ・学 歴 ・職業 ・収入 とい った属 性項 目 は彼 らの

ジ ェ ンダー ア イデ ンテ ィテ ィ とほ とん ど相 関 を示 さ なか った 。唯 一関係 を示 したのが 上 記 の妻 との 関

係 項 目 だっ た。詳 し くは前掲 書 関井(1994)参 照 。
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